
処方・注射オーダ標準用法
規格
日本病院薬剤師会 情報システム特別委員会

日本医療情報学会 標準策定・ 維持管理部会

池田 和之



第21回日本医療情報学会春季学術大会

COI開示

演題名 ：処方・注射オーダ標準用法規格

筆頭演者名：池田和之

私が発表する今回の演題について開示すべきCOIは
ありません。



処方・注射オーダ標準用法マスタ
（正式名：処方・注射オーダ標準用法規格）

【規格の目的（ユースケースを含む）】

「内服薬処方せんの記載方法の在り方に関する検討会報
告書」（2010 年 1月、厚生労働省医政局総務課医療安全
推進室）の「服用回数、服用のタイミングに関する標準用
法マスタ」の使用、整備に関する記載を受け、（公社）日本
薬剤師会と（一社）日本病院薬剤師会より公表された「標
準用法用語集」に掲載された用法と用語を対象として、医
療情報システム実装のためのコード化を（一社）日本医療
情報学会が担当しました。近い将来の電子処方箋も視野
に入れた、処方・注射オーダ情報の標準化を目的としてい
ます。

HS027 医療情報標準化協議会レポート 2016.03.18より抜粋
（ http://helics.umin.ac.jp/files/HS027/HS027_Report(pres-codes)201603a.pdf ）



処方・注射オーダ標準用法マスタ
（正式名：処方・注射オーダ標準用法規格）

【規格の適応領域】

処方・注射オーダリングシステム等、医療情報連携での使
用を想定しています。

【関連他標準との関係】

本書は「標準用法用語集」で提示される標準用法一覧に
収載されている用法と用語だけを対象としてそのコード化
を行うものとし、用法記述について本仕様独自の変更や追
加は原則として行いません。また、JAHIS 標準（処方データ
交換規約、注射データ交換規約）や SS-MIX2（処方オーダ、
注射データ）等との関連があります。

HS027 医療情報標準化協議会レポート 2016.03.18より抜粋
（ http://helics.umin.ac.jp/files/HS027/HS027_Report(pres-codes)201603a.pdf ）



処方・注射オーダ標準用法マスタ
（正式名：処方・注射オーダ標準用法規格）
【規格の入手方法】

本書は、日本医療情報学会のホームページ から入手できます。
また、「標準用法用語集」は、日本病院薬剤師会のホームペー
ジより入手可能です。

【メンテナンス状況】

本書のメンテナンスは日本医療情報学会の標準策定・維持管
理部会が必要に応じて行います。また、用語集のメンテナンス
は日本病院薬剤師会および日本薬剤師会で行いますが、双方
で同期をとって実施します。

【現在の改版状況】

2016 年 2 月現在、本書の最新版は2016 年 1 月に制定された
「処方・注射オーダ標準用法規格」です。「標準用法用語集（第 2 
版）」に基づいています。

HS027 医療情報標準化協議会レポート 2016.03.18より抜粋
（ http://helics.umin.ac.jp/files/HS027/HS027_Report(pres-codes)201603a.pdf ）



内服薬処方せんの記載方法の
在り方に関する検討会報告書

あるべき姿

処方せんの記載方法が統一されていないことに起因

した記載ミス、情報伝達エラーを防止する観点から、患

者、医療従事者を含め、誰が見ても記載内容を理解で

きる処方せんの記載方法を標準化し、医師法、歯科医

師法等の関連法規との整合性を含め、我が国の全て

の医療機関において統一された記載方法による処方

せんが発行されることが望ましい。



内服薬処方せんの記載方法の
在り方に関する検討会報告書
あるべき姿

４）「用法・用量」における服用回数・服用のタイミングにつ

いては、標準化を行い、情報伝達エラーを惹起する可能性

のある表現方法を排除し、日本語で明確に記載することを

基本とする。

短期的方策

５）「用法・用量」における服用回数・服用のタイミングにつ

いては、処方オーダリングシステム等において用いられる

１回量による処方を前提とした標準用法マスタを作成し公

表を行う。



日本医療情報学会における策定
の経緯
処方用法コード標準化検討ＷＧ

（2010 年 11 月 21 日~2011 年 11 月 20 日）

【最新版】JAMI標準(JAMISDP01)：標準用法規格
（2016.06.30版）

（正式名：処方・注射オーダ標準用法規格）
（理事会承認日：2012年2月16日）
2014.11.25版：改訂
2016.01.20版に改訂
2016.05.01版に改訂





策定の手順

関連団体からの
用語追加依頼

日本薬剤師会・
日本病院薬剤師
会で用語追加の

是非検討

日本医療情報学
会でコード化を実

施





処方・注射オーダ
標準用法規格

標準用法用語集



処方・注射オーダ
標準用法規格

１．目的と名称

２．取り扱う用法の種類

３．対象とする用法と用法記述

４．コード体系の基本方針

５．内服コード体系の仕様

６．外用コード体系の仕様

７．注射・注入コード体系の仕様

８．処方スケジュール用法の仕様

９．不均等投与の仕様

１０．用法コード表

１１．用法コードに１対１対応する用法名称

１２．用法コードの管理情報

１３．文中から参照される表

目的やコード化の原則など、
基本的な内容を記述

各用法区分における
具体的な使用法や内容を記述

補足コードに関する内容を記述

本規格で使用するコード表等
を記述



処方・注射オーダ標準用法規格

◦1 日内での服用タイミングや投与回数、服
用方法の記述方法が対象

◦注射・注入コード体系の仕様を追加

◦スケジュール用法の仕様、不均等投与の
仕様を策定

◦本規格はここで提示された標準用法一覧
に収載されている用法と用語だけを対象

◦本仕様独自の変更や追加は原則として行
わない



処方・注射オーダ標準用法規格

表１４：時間的要素・機器区分

ワンショット １

点滴 ２

持続投与 ３

持続投与（輸液ポンプ使用） ４

精密持続投与（シリンジポンプ使用） ５

表１５：実施環境・施行者区分

医療機関・医療従事者 １

医療機関・自己 ２

在宅・医療従事者 ３

在宅・自己 ４

• 16桁のコード
• 1日の中のタイミングを記述



処方・注射オーダ標準用法規格

補足コード
・1日を超えたスケジュール用法（曜日指定など）



処方・注射オーダ標準用法規格
医療情報システムの用法コードとして

他施設との処方情報の情報連携
◦電子処方箋

◦地域連携

処方関連の他施設共同研究



ご清聴ありがとうございました。
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